
（1）僅⑬西の餅

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編　集　企画調整係　　印　刷　冷牟田印刷合資会社

欝春らんまん離　　－4月13日中央にて－

㊧信管謹驚）i　　＊5　月　の税金＊

国民健康保険税（1期分）
縞期限　　5月31日（木）まで

この社会　あなたの税が　生きている
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第337号　　　　　　　　　　　　　　　僅⑩㊨勉彿（2）

算予般
本年度予算額 �前年度予算額 �比　　較 �％ 

町　　　　　　　　　　　税 �892．911 �801．475 �91．436 �30．0 

地　　方　　敢　　与　　税 �35．000 �33，伽 �2．000 �1．2 

35．000 �30．000 �5．0m �1．2 

35．000 �30．000 �5．000 �1．2 

地　　方　　交　　付　　税 �670．000 �600．000 �70．000 �22．5 

1．700 �1．500 �200 �－ 

分　担金及　び負　担金 �55．671 �53．034 �2．637 �1．9 

使　用　料及　び手数料 �17．586 �17，091 �495 �0．6 

国　　庫　　支　　出　　金 �484．蟹賂 �807．843 �△323．557 �16．3 

県　　　支　　　出　　　金 �64．852 �66．955 �△　2．103 �2．2 

財　　　産　　　収　　　入 �61．879 �60．212 �1．667 �2．1 

寄∴∴∴∴附　　　　金 �14．（灼1 �41，001 �△　27．000 �0．5 

繰　　　　　入　　　　　金 �5，402 �155．002 �△149．600 �0．2 

繰　　　　　越　　　　　金 �62．670 �35．491 �27，179 �2．1 

諾∴∴∴∴収　　　　入 �398．696 �142．925 �255，771 �13．4 

町　　　　　　　　　　　備 �138，300 �350，500 �△212，200 �4．6 

成　人　　合　　計 �2．972．9嬉 �3．：26，029 �△狐．075 �100．0 

本年度予算額 �前年度予算額 �比　　較 �ノ′ 

機　　　　会　　　　賞 �68．793 �62，757 �6．036 �2．3 

総　　　　　務　　　　　費 �402．418 �380．030 �22．388 �13．5 

民　　　　　生　　　　　賞 �330．489 �321．562 �8，927 �11．1 

衛　　　　　生　　　　　費 �162．007 �155．292 �7，315 �5．5 

労　　　　　働　　　　　費 �361．966 �344．515 �17，451 �12．2 

農∴撒　水　産　業　賞 �103．125 �127．579 �△　24，454 �3．5 

商　　　　　工　　　　費 �32．711 �12．499 �20．212 �1．1 

土　　　　　木　　　　　費 �433．830 �438．528 �△　4．698 �14．6 

消　　　　　防　　　　費 �104．522 �92．009 �12．513 �3．5 

備∴∴∴∴曹　　　　　賀 �482．977 �1．000．878 �△517．901 �16．2 

災∴∴雷∴∴復　　旧　　費 �172．000 �2．000 �170，000 �5．8 

公　　　　　債　　　　　費 �287．594 �278．370 �9．224 �9．7 

緒　　　支　　　出　　　金 �9．922 �10 �9．912 �0．3 

予　　　　　備∴∴∴∴費 �20．000 �10．000 �10．000 �0．7 

職　　出　　合∴∴請 �2．972，954 �3．226，029 �△253．075 �100．0 

昭
和
五
十
九
年
度
遠
賀
町
一
般
、
特
別
会
計
予
算
は
、
去
る
三
月
の
定
例
議
会
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
引
き
続
く
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
反
映

し
て
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
地
方
財
政
は
更
に
硬
直
化
が
進
み
、
極
力
経
費
の
圧
縮
を

図
り
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
化
、
弾
力
性
の
確
保
に
配
意
す
る
と
と
も
に
、
施

策
の
取
捨
選
択
、
重
点
的
、
効
率
的
な
運
用
が
必
要
と
な
る
中
で
、
本
町
の
一
般
会
計

予
算
の
規
模
は
、
表
の
と
お
り
歳
入
、
歳
出
共
に
二
十
九
億
七
千
二
百
九
十
五
万
四
千

円
で
決
定
し
、
前
年
対
比
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
す
。



（3）僅⑱鍔の餌

町　　　　税　56．101

地方交付税　42，096

固・県支出金　34，502

諸　収　入　25，050

町　　　　債　8，689

繰　越　金　3．937

財産　収入　3，887

そ　の　他12，528

歳入・歳出それぞれ

186，790円

歳入歳出とも
同額です。

（単位　千円）

特　別　会　計 �彊患 �弼嶺 �比　　較 �対前年比 

国民健康保険事業 �453．474 �421，382 �32．092 �107．6 

農　業　共　済i寧∴業 �40，939 �41．582 �△　　643 �98．5 

41．302 �42．841 �△1．539 �96．4 

荘　　園　　事　　案 �237，970 �270．096 �△32．126 �的．1 

学　校　給　食　事　業 �145，333 �143，146 �2．187 �101．5 

老　　人　　保　　険 �479．826 �508．290 �△28．464 �94．4 

小 型 �IIヽ 型 �畜 �小 型 ������原 動 ���区 分 

樽 疎 意 織 用 �特 殊 そ の 他 の も の �の 小 型 �持 株車 合わ ������強 付 自 

自 動 事 �動∴よ 轟∴ぴ ������軽 重 

残 月 の あ の ��乗 用 の も の ��毒 の も の �膏 の も の ti 裏 付 含 む �鑓 排 気 量 が 五 c c 以 下 �‘e 排 気 量 が 九 〇 c c 以 下 �絶 統 気 重 か 五 〇 c c 以 下 

自 家 用 �営 業 用 �自 家 用 �営 業 用 

六 五 〇 〇 円 �五 8 円 � � � � �七 〇 〇 円 �五 十 藷 虞 額 

六 五 〇 円 �六 五 〇 円 �九 〇 〇 円 ���八 五 〈⊃ 円 � � � 
五 〇 円 �8 円 �������8 円 �五 〇 円 �8 円 

四 〇 8 円 �8 �七 5 �五 五 8 円 � � � � � �五 十 藷 慶 

六 〇 �七 〇 �0 8 円 �����○ �四 8 円 �六 8 円 �8 �○ ○ 

〇 円 �〇 円 ���0 円 �〇 円 ��0 円 ���円 �〇 円 �g 

町
民
一
人
あ
た
り
の

予
算
内
訳
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歳
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の
主
な
も
の
は
、
町
税
八
億
九

千
二
百
九
十
一
万
一
千
円
（
全
体
比
三

十
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
地
方
交
付
税

六
億
七
千
万
円
（
二
十
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
国
庫
支
出
金
四
億
八
千
四
百

二
十
八
万
六
千
円
（
十
六
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
諸
収
入
三
億
九
千
八
百
六
十

九
万
六
千
円
　
（
十
三
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
町
償
一
億
三
千
八
百
三
十
万
円

（
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
り
、
特

に
諸
収
入
に
つ
い
て
は
、
島
門
サ
イ
フ

ォ
ン
改
築
寅
、
花
園
橋
架
替
工
夢
に
伴

な
う
も
の
で
す
。

i
歳
　
　
　
出

本
年
接
の
特
徴
と
し
て
は
、
経
常
費

の
節
減
合
珪
化
を
行
い
、
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
継
続
事
業
費
（
国
、
県
補
助

草
葉
）
を
主
体
に
計
上
し
、
そ
の
主
な

も
の
は
、
労
働
関
係
と
し
て
、
緊
急
就

労
封
筒
事
業
、
産
炭
地
域
開
発
就
労

事
業
費
等
で
三
億
五
千
六
百
七
十
九
万

九
千
円
、
農
政
関
係
で
溜
池
等
轄
備
高

菜
、
団
体
農
道
整
備
事
業
、
か
ん
が
い

排
水
事
業
費
で
四
千
七
百
四
十
七
万

円
、
土
木
関
係
と
し
て
防
衛
施
設
周
辺

道
路
整
備
費
、
地
域
改
善
対
策
専
業
賞

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
費
、
前
川
改

修
事
業
費
、
都
市
計
画
道
殿
整
備
事
業

費
等
で
三
億
四
千
二
百
十
一
万
八
千

円
、
教
育
関
係
と
し
て
遠
賀
南
中
学
校

プ
ー
ル
建
設
事
業
費
七
千
二
百
七
十
六

万
四
千
円
で
あ
り
、
遠
賀
中
間
地
域
広

域
行
政
組
合
負
担
金
と
し
て
、
二
健
三

百
五
十
八
万
六
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す。
ま
た
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
と
し
て

主
な
も
の
は
、
老
人
保
険
特
別
会
計
二

千
九
百
三
十
六
万
円
、
学
校
給
食
事
業

特
別
会
計
へ
五
千
二
百
七
万
四
千
円
の

繰
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

五
十
九
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
が
次
の
と
お
り
変
更
に
在
り
ま
し
た
。

◎
五
十
九
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

◎
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
に
は
、
車
検
用
の
納
税
証
明
が
つ
い
て
い
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。



第線7号　　　　　　　　　　　　　　　公⑱向の紺（4）

昭和59年度の役員が決まりました

（陰線薮、世話致、人口敵は、昭和59年3月末現在の鼓です）（空白は4月17日現在未定）＝敬称略＝

松 ノ �中 央 �広 道 �波 広 渡 �旧 �新 町 �遠 賀 �木 守 �老 �東 和 苑 �浅 �東 町 �西 �英 誌 �虫 生 �若 葉 �上 別 �今 宮 �別 �府 別 �尾 �鬼 �若 �畠 �iテ 数 日 は 分 

千 

本 ��官 ��停 ��川 ��良 ��木 ��町 ��津 �．∠ヽ 口 �府 �賀 �代 丸 �府 �暗 �津 �松 �津 

15 �7 �2 �15 �9 �26 �18 �15 �5 �20 �14 �7 �6 �5 �13 �2 �8 �6 �4 �15 �5 �10 �5 �4 �隣 組 

418 �175 �45 �幼5 �127 �370 �311 �1健 �72 �3持 �鮪3 �147 �72 �83 �174 �28 �215 �1曾 �46 �m �170 �1的 �97 �29 �世 帯 

1．削 �6n �1着 �綿2 �棚 �Lm �00I �715 �郷 �1，佃 �1，脚 �1芯 �線0 �312 �5汀 �121 �935 �437 �172 �1，脚 �飴0 �759 �379 �120 �人 口 

樋 �西 �秦 ��枝 �原 �西 �小 �高 �田 �松 �篠 �石 �山 �古 �満 �石 �柴 �大 ��林 厚 志 �士 �舛 �大 �区 長 
ロ 滑 �村 ���沢 志 士 i＝I ��村 松 太 郎 �西 �崎 忠 �平 征 �本 義 己 �田 �田 金 久 �田 �野 昌 幸 �徳 �松 松 五 郎 �日 経 �野 ���晶 �添 八 郎 �楊 

信 夫 �利 房 ���善 治 ��藤 好 ��四 郎 ��寿 ��政 治 ��紀 之 ��郎 �求 ���勝 義 ��義 信 

柴 � �水 上 �区 �区 � �白 �溝 �区 長 兼 � �谷 � �大 田 秋 雄 � �古 � �区 �区 長 兼 �花 �花 田 偏 �畑 �区 長 兼 �小 �区 長 兼 �生 
日 英 ���長 兼 �長 ��石 暗 �辺 ���口 ����野 克 ��長 ��田 ��生 ��野 ��産 

貞 ��兼 ���環 ���芳 ������兼 ��次 ��成 ��邦 ��組 ∠ゝ 
之 片 山 ��士 �務 �務 区 長 兼 務 ��彦 原 田 清 五 ��務 原 田 清 和 ��郎 岩 村 武 男 ����意 中 村 道 ��務 桝 田 富 雄 �務 �男 花 田 保 治 �次 �昭 児 玉 久 滑 �務 �雄 舛 添 定 男 �務 �日 長 公 民 館 長 

士 爵 達 雄 �古 場 ���高 亀 ��小 lIi ��土 屋 ��西 ��萩 原 ��有 田 ��中 村 ��泉 厘 ��案 ��矢 野 

敏 和 ��文 麿 ���徳 雄 ��文 彦 ��義 光 ��椎 ��蹟 郎 ��政 美 ��恒 昭 ��計 太 郎 ��正 茂 ��実 利 

寺 �平 �水 ��原 �梯 �田 �石 �添 �須 �田 �案 �池 �西 �毛 � � �子 �大 �花 �峯 �門 �池 �安 �体 
本 土 口 信 �見 �上 登 志 夫 ��田 �田 博 昭 �中 �井 佐 千 生 �田 �ケ 原 酒 正 �申 �水 七 生 �永 �村 A 朝 美 �利 ���迫 敏 雄 �限 �田 浩 之 ��司 秀 美 �田 �永 多 春 男 �育 

些 ���正 武 ��政 義 ��正 ��豊 彦 ��英 則 ��老 舗 ����剛 ��勝 義 ��元 昭 ��部 長 

添 �土 i：コ �松 本 ��矢 �小 �牧 �村 �野 村 �小 �松 �金 �士 �小 �古 �Iii 下 �田 �松 尾 � �松 �碓 井 �穐 �舛 �矢 �憂 
田 �村 美 ���野 �野 �追 使 �田 ��城 �尼 �田 �日 田 �川 �野 千 ��畠 直 ���ム 浦 ��士 �添 �野 喜 美 

松 美 �和 �久 光 ��俊 �博 ��博 �辰 �勝 �続 �勢 津 �喬 �秋 ��順 ��延 ��久 �則 �モ モ �滞 �� 
子 ���信 �幸 � �治 �夫 �弘 ��子 ��治 �年 �子 �掛 � ���男 �ヱ �美 �子 �蔓 

柴 �西 �大　原 ��木 �下 �時 �木 �原 �秋 �岩 �西 雄 �石 �毛 ��筋　石 ��柴 �内　山 ��門 �竹 �田 ��民 
田 治 美 �村 �甥団 扇蕾 江人 松 本 ��村 �川 力 ズ 子 浅 IIi �松 十 �村 栄 村 田 �田 郁 �士 計 邑 �村 ��田 子＼ �利 ��田　松 ��田 リ キ �田　中 ��司 聾 高 崎 君 代 �森 �原 ��生 児 童 書 貝 的 入 会 支 部 長 

信 夫 ���鹿 央 ��寸 江 ��蔀 ��武 男 杉 ��ツ 子 �秀 済 ��秀金 世得 ���軍産 ���保 �政 義 

末 広 恵 美 子 ��道 庭 八 重 子 ��井 上 昌 子 � �� � � �嶺 登 美 子 � �石石高 松松 子ヽ 弥信ル 生子子 � � � ��秦 �入 江 テ ル 子 � 

親 子 ���ア キ ��茂 子 ���順 子 �����������弘 子 

柴 �久 �垂 ��水 �下 �牧 �村 �添 �石 �芳 �樋 �大 � �紐 � �筋 �柴 �永 �申 �畑 �－ �舛 �矢 �老 
田 �保 哲 �広 ��上 �川 �原 �田 �田 �井 �賀 �口 仁 �田 ��手 ��田 �田 �田 利 惣 �西 �生 半 �療 �添 息 �好 �人 ク ラ ブ 食 

彦 �之 助 �勝 ��雪 椎 �正 夫 �源 殻 �秀 美 �垂 �楽 人 �和 夫 �廊 �秋 雄 ��勉 ��徳 湛 �隆 助 ��禎 ��広 ��智 



謹賀筒中等級間能
一　　新校舎で364人が学ぶ・三一

（5）公田のめ餌

♭所在地　遠賀町大字上別府652番地

36．1341㌔

12．敦的）が

16．200㍍

7．434が’

3億8607万1千円

6億2036万8千円

10億蝕3万9千円

D校地面積
。建物敷地面諒

o運動場面積

。法面その他

＞工事費
。用地造成賞

。校舎関係工事

総　　額

、糎盤遜飽盛運＼＼ 
：ブ タ 　　，ヱ〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇m 

「∴臆、、＼＼軸心∴ � 
∴　1．、∴ �」 

蒋誉手筈登、／明るか教室 

；言を．∴ 

∴iiir一一一一′一㌢ 　　　ー青く／4 　　　－（、 

謹霞■　∴己」 
」：⊥　　∴一一 

▲喜。」＿《、＿与、グラウンド　　誇∵意 

主よ言上言説言上三三二経由 看護韓国闘「　　一二／工芸更麗藍三滴 

遜翻通商諦鵡縫 

4
月
9
日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、
一

年
生
一
一
一
六
名
　
（
男
六
二
名
、
女
六
四

名
）
が
入
学
。

遠
賀
南
中
学
校
が
本
年
（
三
月
完
成
）
四
月
か
ら
開
校
し
ま
し

た。
同
中
学
校
は
、
上
別
府
地
区
内
の
小
高
い
丘
に
造
成
し
た
敷
地
に

で
き
る
だ
け
自
然
の
地
形
を
生
か
し
て
計
画
さ
れ
、
な
だ
ら
か
な
甫

斜
面
に
教
室
標
を
設
け
、
明
る
い
教
室
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
傾

斜
屋
根
な
ど
で
、
画
一
的
に
な
り
が
ち
な
学
校
空
間
に
変
化
を
も
た

せ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
今
叫
ば
れ
て
い
ろ
「
ゆ
と
り
の
教
育
」
の
楊
と
し
、
教

室
板
の
間
の
段
差
に
建
物
と
一
体
感
の
あ
る
擁
壁
で
ゆ
と
り
あ
る
広

場
を
つ
く
り
、
積
極
的
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
廊
下
の
幅
を
ゆ
っ

た
り
と
取
り
ま
し
た
。

一
－
一
月
末
に
は
、
机
な
ど
の
大
移
動
を

行
い
ま
し
た
。



佐田館め紺（6）

農　地　区　分　等 ��10アール当り 標嬉小作料 

田 �平坦第1地区 �33，000円 

（老良、浅木、木守、広漠、 

平坦第2地区 � 

（島津、若松、鬼津、尾崎、 �30，500円 

出生津、上別府、別府50％） 

お
∴
知
「
邑
）
∴
せ

日

0

秒

0

標
準
小
作
料
が

改
訂
さ
れ
ま
し
た

昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

っ
て
導
入
さ
れ
た
壊
準
小
作
料
制
度

は
、
三
年
こ
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
が
そ
の

改
訂
の
年
で
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
農
薬
委
貝
会
（
役

場
産
業
課
内
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

鯉

の

ぼ

り

を

寄
贈
し
て
く
だ
さ
い

「
子
ど
も
祭
り
」
実
行
委
員
会
で
は

五
月
五
日
（
子
ど
も
の
日
）
に
、
町
制

二
十
月
毎
記
念
．
第
二
回
遠
賀
町
子
ど

も
祭
り
、
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
会
場
の
総
合
運
動
公
園
の

（
旧
称
駅
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
周
囲
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
鯉
の
ぼ
り
を
揚

げ
、
子
ど
も
の
胸
に
、
よ
り
楽
し
い
思

い
出
を
残
し
て
あ
げ
よ
う
と
企
画
検
討

中
で
す
。

皆
様
方
の
お
宅
で
不
用
の
鯉
の
ぼ
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
社
会
教
育
課
　
＄
（

2
9
3
）
　
1
3
5
5
に
連
絡
く
だ
さ

い
。
お
宅
ま
で
頂
き
に
あ
が
り
ま
す
。

な
お
、
中
央
公
民
館
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

町
制
一
一
十
月
年
記
念

〝
第
二
回
遠
賀
面

町
制
二
十
周
年
記
念
の
．
第
二
回
遠

賀
町
子
ど
も
祭
り
．
を
次
の
よ
う
に
、

全
町
挙
げ
て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
▽
日
　
時
　
5
月
5
日
（
子
供
の
日
）

1
0
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
総
合
運
動
公
園

▽
主
　
催
　
「
子
ど
も
祭
り
」
実
行
委

員
会

▽
内
　
容
。
午
前
…
7
7
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー
ム

o
午
後
…
集
団
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
　
（
モ
グ
ラ
打

ち
、
か
ぶ
と
作
り
、
た
こ
作
り
、
指

人
形
、
竹
細
工
、
金
魚
す
く
い
、
大

声
大
会
他
）
バ
ザ
ー
等
も
有
り
。

詳
細
は
、
社
会
教
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

議
耳
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
す
こ

し
だ
け
お
手
い
を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

んか。多
数
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
　
間
　
5
月
7
日
～
7
月
5
0
日

（
毎
週
月
・
木
田
日
）

▽
場
　
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
中
学
生
以
上
の
人

▽
費
　
用
　
テ
キ
ス
ト
代
の
み
二
百
円

▽
聞
合
先
　
中
間
市
役
所
福
祉
課

題

（

2

4

4

）

1

1

1

1

〝
陸
上
カ
ー
－
一
パ
ル
〝
出
場
者
募
集
中

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
5
月
2
7
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

競
技
開
始
　
9
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園

▽
実
施
球
目
　
＜
単
位
は
m
V

の
中
学
の
郭
（
学
年
別
）

。
男
子
…
百
、
四
百
、
千
五
百
、
走
幅

跳
走
高
跳
、
砲
丸
投

。
女
子
…
百
、
二
百
、
八
百
、
走
偲
跳

走
高
跳
、
砲
丸
没

の
青
年
の
部
（
昭
和
2
9
年
4
月
1
日
以

後
生
ま
れ
た
者
）

o
男
子
・
百
、
四
百
、
千
五
百
、
五
千

走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投

o
女
子
…
百
、
二
百
、
八
百
、
走
幅
跳

走
高
跳
、
砲
丸
技

㈲
一
般
の
都
。
男
子
…
百
、
四
百
、
五

千
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投

o
女
子
‥
百
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲

丸
投

の
公
開
砥
目

。
百
m
…
男
女
各
小
学
生
三
年
、
四
年

五
年
、
六
年
、
男
四
十
代
、
五
十
代

六
十
以
上
、
女
三
十
代
、
四
十
以
上

〇
二
千
誓
・
・
女
三
十
代
、
四
十
以
上

〇
五
千
㌢
・
・
男
四
十
代
、
五
十
代
、
六

十
以
上

o
走
幅
跳
・
・
男
四
十
代
、
五
十
代
、
六

十
以
上
、
女
三
十
代
、
四
十
以
上

。
砲
丸
投
…
男
四
十
代
、
五
十
代
、
六

十
代
以
上

▽
出
現
制
限
一
人
二
穏
目
以
内

▽
申
込
先
　
5
月
1
2
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
体
育
係
（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

内
）
　
衝
（
2
9
3
）
5
4
3
4
へ
ど

うぞ。



読書活動交流会がありました

4月13日、初めての試みとして、遠賀、中間、芦屋、鞍

手、四市町公民館合同主催の読書活動交流会が遠賀町中央

公民館で開催されました。日頃から文凪活動や読書グルー

プ等で活動されているお母さん約60名が参加。

遠賀町からは読答グループ「剛、菱の会」の会貝が出席

し、1年間製作した影絵や人形劇等を発表しました。また

「地域における親書活動の現状」として大野城市の岸本先

生のお話があり、現代の子供達の活字離れをどうしていく

かが課題だそうです。今後も、お互いに勤しあって、すぼ

らしい読密活動をしていたたきか、ものです。

（7）　僚⑱鍔の彿

イ
ア
・
ス
ク
ー
ル
生
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す

遠
賀
町
お
よ
び
遠
賀
町
教
育
委
員
会
で

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
年
度
も
北
九

州
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
後
援
を
得

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ク
ー
ル
を
開
講
い

た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
み
な
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
主
　
旨
　
レ
ク
り
ェ
ー
シ
∋
ン
を
通
じ
て

住
み
よ
い
地
域
社
会
、
明
る
い

職
場
を
つ
く
る
指
導
者
誌
戌
を

目
的
と
す
る

▽
開
講
期
間
及
び
時
間
　
5
月
2
3
日
～
1
0
月

1
7
日
の
毎
週
水
曜
日
　
1
9
時
～

2
1
時
（
8
月
は
休
講
）

▽
募
集
人
員
　
五
十
名
程
度

▽
募
集
締
切
　
5
月
1
2
日
（
土
）
ま
で

詳
細
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
。

身
体
は
嶋
重
回
書
の

み
な
さ
－
ん
へ

自
動
車
運
転
免
許
の
駁
得

▽
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
瀞
1
8
歳
以
上
の
道
交
法
第
8
8

号
に
基
づ
く
欠
格
申
出
に
該
当
せ

ず
、
同
法
施
行
規
則
第
2
3
条
に
合
致

す
る
人
で
、
し
体
不
自
由
者
、
ろ
う

あ
者
、
内
部
障
害
者
（
心
臓
機
能
陪

著
者
を
除
く
）

▽
申
込
期
限
　
昭
和
5
0
年
5
月
7
日

▽
必
要
な
も
の
　
身
体
障
脅
着
手
態

▽
申
込
先
及
び
聞
合
先
　
役
甥
福
祉
係

東
京
消
防
庁
消
防
官
の
採
用
試
験

採
用
予
定
者
は
約
二
百
人
で
、
受
験
　
課
採
用
係
　
〒
調
東
京
都
千
代
田
区
大

申
込
締
切
は
5
月
8
日
ま
で
で
す
。
　
手
町
一
丁
目
三
番
五
号
　
舘
0
3
（
2

詳
細
は
、
東
京
消
防
庁
人
事
邦
人
率
　
1
2
）
2
1
1
1
へ
ど
う
ぞ
。

白
骨
体
に
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か

三
月
二
十
七
日
、
遠
賀
川
合
流
点
近
　
長
一
六
三
セ
ン
チ
前
後
、
白
髪
混
り
の

く
の
江
川
下
流
（
芦
屋
町
山
鹿
）
で
見
　
頭
髪
と
ひ
げ
、
そ
れ
と
左
下
歯
に
銀
合

つ
か
っ
た
白
骨
体
の
身
元
が
分
か
り
ま
　
金
の
入
れ
歯
が
あ
り
ま
し
た
。

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
出
や
所
在
不
明
者
で
、
こ
の
時
長

司
法
解
剖
で
は
、
死
後
一
年
以
上
経
　
に
心
当
た
り
の
人
は
、
遠
賀
川
派
出
所

過
、
年
齢
は
四
十
歳
か
ら
六
十
裁
、
身
　
（
2
9
3
）
0
0
9
6
へ
ど
う
ぞ
。

A
開
園
聞
圏
圏
膠
V

河
中
指
曹
選

久
々
に
拭
き
し
披
頭
声
は
隣
家
を
守
る

冬
閏
の
寮
を
写
せ
る
　
白
石
一
夫

小
首
や
や
傾
げ
て
咲
け
る
水
仙
の
花
が

明
る
さ
月
に
見
え
い
る

一
曲
　
房
子

不
動
と
は
名
ば
か
り
に
し
て
そ
の
顔
は

人
間
味
あ
る
慈
悲
の
椙
な
り

柴
田
　
　
房

凍
て
つ
き
し
月
飯
こ
う
と
照
り
わ
た
る

森
の
真
二
声
鳴
き
ぬ
　
井
口
　
絹
子

ベ
ト
ナ
ム
の
難
民
救
う
一
助
に
と
古
切

手
集
め
吾
は
や
す
ら
ぐ

高
崎
　
そ
の
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蓋
斉
を
争
筆
雲
量
争
争
霊
斉
を
宣
誓
買
春
を
筆

硯
国
　
民
　
年
　
金
師

主
茎
電
卓
雪
雲
電
卓
雪
雲
毒
舌
昏
雲
量
毒
せ
撃

勤
め
を
や
め
た
ら
国
民
年
金
に

正
し
い
理
解
と
認
識
を
㈲

今
春
大
学
を
卒
業
し
て
自
営
業
な
ど

の
家
業
に
つ
か
れ
た
人
や
、
「
脱
サ
ラ
」

な
ど
で
勤
め
を
や
め
た
人
の
国
民
年
金

加
入
の
手
続
き
は
す
み
ま
し
た
か
。

現
在
わ
が
国
は
、
誰
で
も
が
い
ず
れ

か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
、
老
後
の
生

活
を
年
金
で
守
ろ
う
と
い
う
皆
年
金
の

時
代
で
す
。

勧
め
を
や
め
て
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
、

そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
年
金
制
度
で

老
齢
（
退
職
）
年
金
を
う
げ
ろ
資
格
期

間
を
満
た
し
て
い
な
い
限
り
、
必
ず
配

偶
者
と
一
誌
に
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
二
十
一
歳
－
五

十
九
歳
）
。
そ
う
し
な
い
と
せ
っ
か
く

の
そ
れ
ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入

期
間
が
ひ
だ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

各
年
金
餌
食
の
加
入
競
闘
は
、
つ
な

ぎ
含
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
加
入
手

続
き
を
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て

い
た
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
期
間
と

国
民
年
金
の
加
入
期
間
（
保
険
料
を
滞

納
し
た
郷
間
を
除
く
）
は
つ
な
ぎ
合
わ

さ
れ
、
そ
の
合
算
し
た
期
間
が
二
十
五

年
（
昭
昭
5
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
は
、
昭
和
約
年
4
月
以
降
の
期

間
が
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮
さ
れ

る
）
以
上
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制

度
か
ら
そ
の
加
入
期
間
に
応
じ
た
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

肝
心
な
こ
と
は
、
加
入
期
間
の
な
い
空

白
の
期
間
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
手
続
き
は
、
役
場
国
民
年
金
係
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
警
察
官
・
婦
人
警
察
官
の
採
用
試
験

▽
採
用
区
分

。
警
察
官
A
…
約
四
十
人
、
昭
和
3
1

年
4
月
2
日
～
昭
和
3
7
年
4
月
l

日
生
ま
れ
の
大
学
卒
業
者

。
婦
人
警
察
官
…
約
三
十
五
人
、
昭

和
紳
年
4
月
2
日
～
昭
和
4
1
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
女
子

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
5
月
紳
日
（
日
）

▽
申
込
締
切
　
5
月
1
0
日
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
警
察
本

部
警
務
課
任
用
係
　
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多

区
東
公
国
七
番
七
号
　
濁
0
9
2
（
6

2
2
）
0
7
0
0
へ
ど
う
ぞ
。

同
和
問
題
の
解
決
に
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
理
解
・
協
力
と
努
力
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
小
・
中
学
校
の

と
き
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
同
和
問
題
の

学
習
を
し
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
、
学
校
で
教
科
書
に
同

和
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
、
こ
の
問
題
を

学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
導
き

と
人
権
の
重
み
を
深
く
学
び
と
ら
せ
、

こ
れ
か
ら
先
、
社
会
の
不
合
理
な
差
別

に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か

を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
、
実
践
し
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
上
げ

て
い
く
た
め
に
、
同
和
教
育
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
何
も
わ
か
ら
な
い
子
ど
も

に
教
え
る
必
要
は
な
い
」
と
同
和
教
育

に
対
し
て
批
判
的
な
声
や
無
関
心
な
人

た
ち
が
い
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら

「
学
校
で
同
和
教
育
は
な
ぜ
必
要
な
の

か
し
と
い
う
こ
と
を
、
遠
賀
町
民
の

意
識
の
実
態
を
中
心
に
し
て
考
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、

●
子
ど
も
は
、
い
つ
か
は
　
か
な
ら
ず

同
和
問
題
の
こ
と
を
知
っ
て
く
る
。

●
そ
れ
は
、
小
・
中
学
校
の
義
務
教
育

を
終
え
る
ま
で
に
知
る
も
の
が
多
い
。

●
し
か
も
、
こ
の
こ
と
は
、
両
親
・
友

人
・
近
所
の
人
・
祖
父
母
な
ど
、
郎

常
生
活
の
中
か
ら
聞
き
出
し
て
い
る
。

●
な
お
、
知
ら
さ
れ
た
内
容
は
、
「
古
い

伝
説
や
、
む
か
し
か
ら
の
碧
い
伝
、
千

な
ど
に
よ
る
正
し
く
な
い
知
識
の
も

の
が
多
い
。

と
い
う
こ
と
か
ら
、
同
和
問
題
の
こ
と

を
知
っ
て
く
る
義
務
教
育
の
期
間
中
に

周
り
の
も
の
か
ら
差
別
的
な
印
象
を
植

え
付
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

学
校
で
正
し
い
同
和
教
育
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

同
和
問
題
に
対
す
る
批
判
的
な
考
え

か
た
の
な
か
に
は
、

「
も
う
、
部
落
差
別
な
ど
あ
る
は
ず
が

な
い
。
い
ま
ご
ろ
こ
の
間
題
に
取
り

組
む
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
」
と
い

う
多
く
の
若
い
人
た
ち
の
気
持
ち
と
、

「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
時
が
だ
て
は

い
つ
と
は
な
し
に
自
然
に
な
く
な
る
」

と
思
っ
て
い
る
年
寄
り
の
か
た
た
ち
の

考
え
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
部
落
差
別
は
、
今
も
な
お

根
強
く
生
き
続
け
、
差
別
事
件
の
発
生

も
あ
と
を
絶
た
な
い
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
明
治
の
は
じ
め
に
解

放
令
が
出
さ
れ
て
、
身
分
に
よ
る
差
別

が
と
り
の
ぞ
か
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、

百
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
間
題
が
放
置
さ
れ
た
ま

ま
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

同
和
教
育
は
、
人
間
の
自
由
・
平
等

人
権
尊
重
の
棺
神
を
も
っ
た
子
ど
も
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
こ
そ
が
、
社
会
か

ら
一
切
の
差
別
を
な
く
し
、
平
和
で
民

主
的
な
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
上
げ
る

基
盤
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
切
実
に
考
え
、
一
層

真
剣
に
取
り
組
む
決
意
と
実
践
力
を
身

に
つ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
お
わ
り
）
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急農．
随園　田

▽

料

金

無
料

東和苑（浅木餌3番地の5）　　　　　今古賀372番地

高橋　義和くん　　　増岡いつみちやん

（豊修子さんの朗）　（運筆きんの次女）
昭和50年5月5日生　　　　　昭和50年5月柳日生

お母さんは、ポクのこと「チ　　私の名前は、お父さんがつ
ピッコギャング」って言うんだ　けてくれたの。5月に生まれ

けど、お勉強してろんだ冒。毎　だ3人目だから「いつみ」だ
日くたくたさ／お母さんもクタ　って。とってもかわいいでし

クタだって。でも、ポクこのこ　よう。私には、大好きなお見

ろとっても忙しいんだ・・・。　　　ちゃんとお姉ちゃんがいます。

三園閏「『甫
4月6日のBCG予防接種

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
　
容

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操
の
知
識

⑪
◎
㊥
⑲
⑳
㊥
㊥
㊥
㊧

泉
　
予
防
接
種
の
申
込
み
方
法
∴
由

各
予
防
接
謡
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健

衛
生
係
に
申
込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
意
書
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
目
せ
き
、
破
鋤
き
）

▽
接
種
日
　
5
月
1
0
日
（
木
）

6
月
5
日
（
火
）

6
月
約
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者

。
寛
一
期
　
生
後
鋤
～
4
8
カ
月
児

。
第
二
舶
　
第
一
糊
終
了
後
、
1
2
－

1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

▽
接
穂
方
法

o
第
一
期
　
三
回
撲
謡

。
第
二
期
　
三
回
の
内
一
回
接
謡

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
手
手
帳

▽
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼

児
は
、
〓
謡
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
）
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り

ポ
　
リ
　
オ
生
ワ
　
ク

（
亀
住
灰
白
幡
焚
）

▽
接
種
日
　
5
月
日
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

投
与
　
1
3
時
0
0
分
－

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
生
後
3
－
4
8
カ
月
児

∇
接
穂
方
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
二
回
投
与

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

乳
用
児
椙
‖
談

5
月
8
日
（
火
）

9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分

の
聞
に
お
い
で
く
だ
さ
い

役
場
保
健
室

生
後
1
－
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

賎
乳
食
等
の
相
談

無
料

日
　
本
　
脳
　
炎

▽
期
　
間
　
5
月
1
5
日
（
火
）
－

6
月
0
0
日
（
土
）

▽
場
　
所
　
町
内
の
各
医
院
（
青
柳

医
院
、
遠
賀
浅
水
内
科
医
院
、
橋

本
医
院
、
花
野
医
院
）

▽
時
　
間
　
各
医
院
の
診
療
時
間
内

▽
対
象
者
　
三
歳
以
上
の
人

▽
料
　
金
一
回
に
つ
き
七
百
三
十

円
▽
按
浬
方
法
　
昨
年
受
け
た
人
は
一

回
受
け
て
い
な
い
人
は
二
回
（
一

～
二
週
間
の
間
隔
を
お
く
こ
と
）

▽
持
参
晶
　
印
鑑

∇
注
　
意
　
按
極
目
の
朝
の
体
温
を

測
っ
て
お
く
こ
と

▽
そ
の
他
　
中
学
生
以
下
、
生
保
及

び
町
県
民
税
が
均
当
割
領
以
下
の

世
帯
の
人
で
接
種
希
望
者
は
、
役

蝿
に
印
鑑
を
持
参
し
、
無
料
用
の

問
診
票
を
受
領
の
う
え
、
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
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繊羅繭羅羅 　ま④ J錆。売口じさだ）中ルビ。志田 　を目後合気化の。）小をタ（がでれの �纏 ま曇 萩 �i き ） か l l t j i 
ヽ＿＿＿　　　　　　　け　に　　の、と　てJ頼手　オ　て　ルス　　き　o　　い　タ 

いがみにで　く湯さんか　だiざま　に∴あ∴あにいす細か　へゼのくい てつそしみ男だもつをら首けりす顔くかかはて○かが耳とに棚写って 

仕た　り　まえ牲　さ蕾は少、すで石かは　い　が　各組ふ耳い　つのふ湿酸い　あ 

需霊草諜当季と需品膏晃子夢iま膏等‡笑と‡享き喜緑豊 �看 護 法 ① 

∴∴「∴∴∴「∴「「 。そ鐙るやふまうか分、な∴たす聞いて○指ふかは目か。こ 
でり気よっ　いすが石で　おいり　○こ〇、とICさら、じ∴ガ二が ふ上かうれ　て〇、けす　温かし　え耳耳さ巻ま“あ　り1％固 

5月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 � 

1（火＿） �西町、浅木の一郭 �尾崎、若松 

2（水） �東町 �広漠 

4（金） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

7（月） �東町の一部 � 

8（火） �虫生津、木守 � 

9（水） � �別府、木守、老良 

5（火） � � 

6（水） �遠賀川 � 

7（木） � �鬼津 

8（金） �遠賀Iii �‾両面丁商事で雨読諦‾－ 千代丸 

9（D �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

1（月） �新町、広渡（中卒田）、別府 � 

2（火） �別府 � 

3（水） � � 

4（木） � � 

（金） �尾崎、今古賀、別府の一部 � 

（土） �別府 � 

（月） �尾崎 � 

（火） �浅木 �老良 

（水） �浅木 �‾翻‾、尾崎 （蟹喰） 

1（木） �訴“工面高二‾ 輯三　　二悲運国都謹　…告 �今古賀、島津 

き缶散乱防止
一美化マーク

eI �も �寄 贈 ○ �〃 児 �大 型 

内 合 繊 �え な ��裏 番 組 春 機 ��家 

い ゴ く �か 葺 き 地 区 �か ら 北 個 地 区 �庭 ゴ 、 

5 月 �プ空 ラカ �5 月 �5 �べチ ッレ トビ 
スン チ、 ツ空 クビ ��月 9 

9 日 ��23 ��机冷 、蔵 

及 び �製／ 品、 �目 �目 �い庫 す、 、家 白兵 転、 菌趣 等具 
ガ ゴラ ムス 等窄 陶 器 �� 

5 月 ��水 �水 

23 日 ����よ、 

類 ���と ん 

5
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表
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母乳で育てましょう

「元気です」

浅木の小坤良子さんと
長第・篤くん

（4月6日BCG接種で）

中
年
は
．
人
生
の
黄
金
時
代
．
と
い

わ
れ
ま
す
。

会
社
で
は
仕
事
に
も
猪
通
し
、
そ
れ

相
応
の
社
会
的
地
位
や
財
産
も
で
き
、

家
庭
で
は
一
家
の
柱
と
し
て
、
家
族
の

き
ず
な
を
深
め
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
脂

の
乗
り
き
っ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
年
代
で

す。
と
こ
ろ
が
一
方
で
は
、
こ
の
年
代
こ

そ
、
い
ち
ば
ん
大
き
な
．
厄
難
．
が
待

ち
か
ま
え
て
い
る
時
期
な
の
で
す
。

衰
え
を
感
じ
る
年
代

ま
ず
感
じ
る
の
か
体
力
の
衰
え
で
し

ょ
う
。
毎
朝
、
箆
を
見
な
か
ら
「
あ
あ

白
髪
が
増
え
た
な
」
と
つ
ぶ
や
き
、
視

力
や
聴
力
が
衰
え
始
め
ろ
の
き
、
四
十

代
か
ら
で
す
。

ま
た
、
記
憶
力
や
計
算
能
力
な
ど
が

若
い
こ
ろ
よ
り
少
し
ず
つ
哀
退
し
て
い

る
こ
と
に
ハ
ッ
と
し
、
「
年
を
と
ろ
と

い
う
こ
と
は
、
高
齢
者
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
な
ぁ
」
と
感
ず
る
の
も
こ
の
四

十
代
か
ら
で
す
。

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
年
代
の

人
た
ち
の
十
人
の
う
ら
七
人
は
持
病
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
残
る
三
人
の
人
た

ち
ら
朝
食
抜
き
、
睡
眠
不
足
、
酒
・
た

ば
こ
の
飲
み
過
ぎ
な
ど
で
、
将
来
、
病

気
と
お
っ
き
あ
い
を
す
る
下
地
が
つ
く

ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
平
均
寿
命
も
伸
び
、
七
十

歳
く
ら
い
ま
で
は
優
に
生
き
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
幸
福
と
い
う
も
の
の
大
学
が

健
接
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、
だ
れ

も
が
し
み
じ
み
と
実
感
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

て
も
、
老
年
期
を
ど
う
生
き
ろ
か
と
い

う
、
申
年
の
も
う
ひ
と
つ
の
大
切
な
課

題
を
忘
れ
て
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う
。

経
済
的
な
意
味
で
の
財
産
は
、
自
分

の
努
力
だ
け
で
は
つ
く
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
の
幸
福
の

基
盤
と
な
る
健
康
は
、
自
分
自
身
の
ち

ょ
っ
と
し
た
心
く
ぼ
り
で
維
持
し
、
増

進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
四

十
代
に
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
も
健
康
と

い
う
．
財
産
．
を
、
ぜ
ひ
貯
蓄
し
始
め

て
く
だ
さ
い
。

も
の
ご
と
の
是
非
も
分
か
り
、
分
別

も
つ
き
、
社
会
的
な
常
識
も
身
に
つ
い

て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、
申
年
ほ
ど
楠

柏
的
な
充
実
を
み
る
と
き
は
な
い
と
い

安

産

と

難

産

㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

健
康
と
い
う
財
産
を
貯
蓄
し
よ
う

老
年
期
へ
の
備
え
を

病
気
と
い
う
も
の
は
、
突
発
的
に
記

こ
ろ
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
の
時
期

に
原
因
が
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す
。
老

年
期
に
お
け
る
健
康
を
確
保
す
る
に

は
、
四
十
代
つ
ま
り
申
年
の
う
ち
か
ら

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
へ
の
配
慮
を
せ
ず
に
、
酒
に
逃

げ
て
あ
げ
く
の
果
て
に
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
に
な
っ
た
り
、
ボ
ケ
て
し
ま
っ
た

り
、
う
つ
病
に
か
か
っ
た
り
！
…
と
い

う
人
も
決
し
て
少
な
く
め
り
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
、
仕
事
は
一
生
懸
命
や
っ

え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
こ
で
一
歩
立
ち

止
ま
り
、
こ
れ
か
ら
先
の
老
年
期
の
生

き
ろ
方
向
を
考
え
て
み
る
の
も
決
し
て

ム
ダ
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

「
こ
の
働
き
盛
り
に
、
そ
ん
な
の
ん

き
な
こ
と
を
い
っ
て
い
ら
れ
る
か
」
と

反
論
さ
れ
る
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
高
名
な
老
年
学
者
D
・

8
・
ブ
ロ
リ
ー
ム
博
士
の
言
葉
に
こ
う

あ
る
の
で
す
。

「
人
間
の
一
生
を
よ
く
み
る
と
、
そ

の
四
分
の
一
は
成
長
し
、
あ
と
の
四
分

の
三
は
老
い
て
ゆ
く
」
と
…
…
。

近
ご
ろ
人
工
難
産
と
い
う
こ
と
を
よ

く
動
き
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

分
娩
を
促
進
す
る
た
め
、
な
ん
ら
か

の
薬
か
注
射
を
用
い
た
場
合
、
か
え
っ

て
お
産
が
進
行
せ
ず
膠
着
状
態
に
な
っ

た
の
を
人
工
難
産
と
い
い
ま
す
。

ど
う
い
っ
た
人
が
、
人
工
難
産
に
輪

る
の
で
す
か
。

体
質
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

原
因
と
し
て
肥
満
症
と
運
動
不
足
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

妊
振
中
は
で
き
る
だ
け
安
静
に
し
て

い
る
の
が
安
産
の
方
法
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
安
産
に
は
運
動
が
必
要
な
ん

で
す
ね
。

妊
娠
中
諺
症
や
切
迫
早
産
、
前
置
胎

盤
等
の
異
筒
妊
娠
で
は
安
静
が
必
要
で

す
が
、
正
常
妊
娠
の
と
き
は
遊
動
が
必

㊨
㊥
②
②
⑯
㊨

預
で
す
。
以
前
の
家
庭
の
妊
婦
さ
ん
の

仕
事
を
も
う
一
度
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。
マ
ネ
を
運
ん
で
、
ガ
マ
ド
に
火
吹

け
竹
で
火
を
お
と
し
て
炊
謡
、
タ
ラ
イ

に
水
を
く
ん
で
洗
潤
、
雑
き
ん
の
ふ
き

掃
除
等
、
今
の
婦
人
が
見
た
ら
卒
倒
し

か
ね
な
い
労
働
を
し
て
き
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
経
済
成
長
に
よ

り
家
庭
は
穏
化
さ
れ
、
婦
人
は
家
庭
内

の
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
豊
か
な
食
生
活
に
よ
り

食
べ
過
ぎ
、
偏
食
、

間
食
、
美
食
が
普
通

と
な
り
、
前
述
の
運

動
不
足
と
か
さ
な
っ

て
肥
満
症
に
な
る
の

で
す
。
こ
う
し
て
難

産
体
質
が
で
き
上
が

る
わ
け
で
す
。（

つ
づ
く
）
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5月上期の遠賀町主要行事

日 �曜 �行∴∴尊　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名i日限び主な対象等 �詳　細 

1 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：301役場髄室 ��偉観係再議的 �9ページ 

2 （ 9 �水 （ 水 �三澄混合予防接種 申　込　み　受付 �8：30－17擁壁係籍 ��触衛生係上髭擬のこと �9ページ 

4 ！ 10 �金 i 木 �申　込　み　受　付 �8：50－17：00I籠係鰭 ��保輔生係匡持参のこと �9ページ 

15 �土 �意2回　子とも祭り � �置∴∴∴合 運動公田 �社会珊備中はみん狐まれ �6ページ 

6 �目 � �9；00－ �継∴∴∴合 運動公園 �体育係車をお願いします � 

7 �月 �定　例　区　長　会 �13：00－ �捜i∴∴穐 第2会議室 �企醜係i各区長 � 

8 �火 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �髄衛生係i生後7－12カ月児 �9ページ 

10 �木 �老人クラブ会長会 �9：30・－ �老人憩の家 �福祉係i各老人クラブ会長 � 心　配∴ご　と　相　談 � �公民館別館 �福祉係厚内畿綿雪繁で � 

三種混合予防接種 � �中央公民館 �髄衛生係i生後24－48舶 �9プージ 

11 �金 �ポリオ生ウク予防接種 � �中央公民館 �保健衛生係匡後3－棚児 �9ページ 

14 �月 �民生児童委員会 �9：00～12両2会議窒 ��福祉係上民雄委貝 � 

15 I l30 �火 （ 土 �日本脳炎予防接穂 �各医院の診療時間内 ��髄衛生係I3線以上の話望者 �9ページ 

コ　り　ヤ　ーぴピーい／

－遠賀川駅前の自転車－

強健の半分を自転軍が占綱

髄、遠賀川駅前の道に自転車がいっぱい

置いてあり、車や人の通行IC支障をきたして

います。自転車は、駅前東側の自転車駐車場

にきちんと檀いてください。

「ここIこ覆いではいけません」

▽　す　し　ち

連　○　よ　の

牒　彊I．′：立言詰　華華　講評子平竿 
‥邁　ご写■壷‘‾／十′　　　日　工 

葱彊 �∴　∴∴∴∴出て一 
諸網 ∴軽しん　　　　　－＼1 
：課　まで ��！） 

00年代の田植え風景

化
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
役
掬
に

は
古
い
写
真
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
み
な
さ
ん
の
中
で
、
昭
和
三

十
九
年
か
ら
最
近
ま
で
の
町
内
の
風
景

写
実
や
、
行
事
な
ど
の
写
真
を
お
持

て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
予
定
が

今
年
は
、
遠
賀
町
が
町
制
を
施
行
し

て
二
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
制
一
一
十
周
年
を
記
念
し

◇

ご

協

力

く

だ

さ

い

◇


